
   

 

主のご降誕と新年おめでとうございます 

 

高橋 聡 神父

私たちは 2023 年を迎えました。もう

21 世紀に入って四半世紀に近づきつつ

あります。時の流れは速いなと思います

し、また、世の中の進むスピードが速す

ぎてもうついていけないように思います。

しかも、世の暗闇はなんだか増してきて

いるようにも感じられます。 

 このような中でも、今年は、パパ様の

ご意向に従って、秋に、ローマでシノド

スの最終議会が行われる予定です。しか

し、このような時代だからこそ、聖霊の

光を求めて、聖霊が教会に語っておられ

ることを聞きたいという意向だと思いま

す。この行程にわたしたちは共に参加し、

また、祈りを通して神さまに道を示して

下さるように願っています。 

 そして、どのような時であっても、神

のみ言葉が人となって私たちの中に住ま

われたというこの神秘と、このことを行

われた神の愛のみわざを私たちが思い起

こし、そして、今も私たちと共におられ

る神を信仰の目によって見て光と愛を見

いだし、告げ知らせることが、わたした

ちが召し出された信仰の道なのだと思い

ます。 

 イエス・キリストは、わたしたちを愛

してくださっている。この真理にたびた

び立ち返りましょう。そしてわたしたち

は耳をすませてその愛の呼びかけを聞き

ましょう。 

神さまがみ摂理によってわたしたちに

呼びかけ、歩ませてくださる道の中にこ

そ、その愛が見いだされるのではないで

しょうか。そしてその神さまの愛は、わ

たしたちにある種の慰めと平和を与えて

くれるものだと思います。その中でわた

したちは力づけられて、元気を取り戻し、

信仰の道を歩むことができるようになり

ます。 

 神の助けがなかったら、わたしたちは

信じることも、祈ることも、愛の行いを

することもできません。しかし、この神

からの助けと力と愛によって、わたした

ちはお互いに和解し、愛し合うことがで

きるようになります。 

 私たちはそういう意味で、イエス・救

い主の泉から生ける水を汲みます。イエ

ス・キリストの聖心は愛の発電機です。 

 この新しい年が、わたしたちが今一度、

新しい心になって、イエス・キリストか

ら慰めと恵みをいただく年になりますよ

うに。 

 そして、聖書のみ言葉の中に新しい光

を発見できますように。 

きたすま     
言(ことば)は肉となって、わたしたちの間に宿られた。 

   わたしたちはその栄光を見た（ヨハネ 1･14） 
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クリスマスキャロル in 名谷 

 １２月２４日（土）午後４時～５時に、名谷駅前広場にてクリスマスキャロルが

行われました。買い物客で賑わう街に３年ぶりにクリスマスソングの歌声が響きま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 委員会の紹介  第６回 青少年委員会 

 

 

こんにちは、青少年委員会の K です。久しぶりに委員会の代表になったわけですが、

今は社会的にコロナの時期で、色んな事が制限されていることが多いです。教会の中

でも例外ではなく、何を行えば良いか少しでも信徒さんのためになるのか考えてきま

した。そうだ映画の映写会をと思いつき、手始めに日本二十六聖人殉教の映画を行い

ました。が、あまり信徒さんの集まりは良くなく終了しました。 

今月は *10 月です。10 月は、ロザリオの月です。 

 

「のばらの匂うルルドの岩屋 ファティマの丘のにれの林に  

あらわれましし御母の御手に ゆらぎかかれるロザリオの玉」 

 

みなさんよく知っている讃美歌です。聖母マリアが御出現されたことが歌われていま

す。素晴らしい歌です。歌の最後にロザリオという言葉が出てきますが、みなさんは

「ロザリオ」知っていますか？ 

ロザリオはラテン語の「ロザリウム」の名称で意味は「バラの冠」の意です。これ以

上の知識は教会学校の中で勉強しましょう。 

よろしくお願いします。 

＊この原稿は１０月に戴いたものです。掲載が遅くなりご迷惑をおかけしました。
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☆新しいミサローテーション☆ 

１月よりミサ参加を２地区ずつから

４地区ずつに変更しました。ただ、コロ

ナはまだ終息には至らず、教区からの指

示も変わっていません。ついては、①手

指消毒、②間隔を空けての着席、③ミサ

参加者把握のため、ローテーション地区

外の方は記名をすること、をよろしくお

願いします。なお、記名用紙は聖堂外の

机上にあります。 

今後のミサ参加緩和については、教区

からの指示、政府や自治体の対応、他教

会の様子を見ながら検討していきます。 

 

☆宅配ボックス☆ 

宅配ボックスが正面の門扉横に設置

されます。今まで教会宛ての荷物は信徒

が自宅で受け取り、教会に運んでいまし

たが、今後は宅配ボックスで受け取れま

す。ただ、荷物が１つ届くと、ボックス

から取り出すまでは次の荷物は受け取

れません。平日に教会に来られた方は荷

物の取り出しにご協力ください。 

 

☆中川神父さまの講座☆ 

１月より中川神父さまのミサ後の講

座を再開します。１月は８日、１５日開

催です。今後のテーマは以下のとおりで

す。 

 1 月「唯一の神を信じます」 

 ２月「魔術と預言（１）魔術」 

３月「魔術と預言（２）預言」 

 

☆評議会開催☆ 

１月２２日（日）ミサ後に第３回評議

会を開催します。諮問評議員、各委員会

の委員長は参加をお願いします。 

 

 

 

☆越年越冬活動☆ 

今年も越年越冬活動が「神戸の冬を支

える会」主催で以下の通り行われます。 

期間：1/28～1/4 までの毎日 

時間：10 時～14 時 

場所：三宮の東遊園地花時計前 

カトリックの担当は 12/29（カレー

ライス）、1/1（お雑煮）となっていま

す。多数お越しください。 

 

☆帰天されました☆ 

２０２２年１２月９日 

マリア・マグダレナ KT 様 

永遠の安息とご遺族の平安をお祈りい

たします。 

 

 

 

 

 

 

 

評議会より 

編 集 後 記 
 

２０２２年の漢字は「戦」だそうです。２月

に始まったロシアによるウクライナ侵攻も残念

ながら停戦に至らないままクリスマスを迎えま

した。 

コロナウイルスとの闘いもいまだ終息せず、

日常生活の制限もしばらく続きそうです。 

２０２３年は平和で安心な世界が訪れるよう

にと祈るばかりです。     （GTH） 

お 知 ら せ 



きたすま ４                                               

 


